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名称/コンセプト/機能

名称

主な機能

コンセプト

狛江市地域ポイント　（通称：こまポ）

『市民一人ひとりの思いが繋がる、“狛江スタイル”の共助型コミュニティ実現のツール』

都市化が進み、地域の共助力が弱まりつつあるなかで、市民一人ひとりの地域や社会を思う行動が可視化され、地域内を循環する「地

域ポイント」を導入する。地域ボランティア、健康、商業振興、環境保護など様々な分野でのポイントの活用を通じて、デジタルを身近な

ものとし、市民一人ひとりが助け合い、支えあう幸せを感じる“狛江スタイル”の共助型コミュニティの実現に寄与する。

ユーザ向け｜ポイント獲得/利用、ポイントサイトによるサービス提供、サービス情報、お知らせ、履歴

管理、個人ＩＤ管理

管理者向け｜ポイントサイト管理機能、ポイント管理機能、ＱＲコード発行機能

※管理者向け機能でポイントの使用について管理ができるため協力店の作業は発生しない

提供価値

市　民｜地域貢献/社会貢献の“見える化”によるWell-beingの向上

協力店｜事業参加を通じた店舗のＰＲ、地域の顧客の獲得、協力店としての参加が容易

地　域｜市民による地域活動への参加・地域貢献/社会貢献を通じた地域の魅力向上、

行　政｜インセンティブ提供を通じた政策効果の向上、デジタル活用による業務効率化・コスト削減



ポイント流通/画面イメージ

■ポイント流通 ■画面イメージ

トップ画面 ポイント取得

ポイント利用

公益的な活動や行動を通じた
地域貢献/社会貢献

クーポン使用

住民(ユーザー) 協力店

狛江市

(ポイント発行)

ポイント付与

商品/サービス

精算

サイト運営

委託事業者

各協力店での
クーポン使用履
歴を自動集計

ポイントサイト運営

付与されたポイントは
「ポイントサイト」で
好きなサービスと交換

請求



地域ポイントを先行的に導入する領域(案)

地域ポイントを先行的に導入する事業領域

健康領域 環境領域

• まずは、令和７年度に実証事業として、「地域ポイント」を先行して付与する事業領域として、「健康領域」と「環境領域

」に取組んでいく。

• 「健康領域」では、稼働中のポイント事業について、切り替え可能な事業分野を「地域ポイント」に切り替えていく。

• また、「環境領域」については、2050年度までのカーボンニュートラル実現・ゼロカーボンシティ推進の視点とともに、

他の領域と比較してターゲット層が広く、市民一人ひとりの活動・行動変容が地域へ広がり、ひいては社会を支える

活動に資するものとして選定する。

• 実証の結果を基に、今後はデジタルを活用したポイント事業の実施について、この取組に集約していく。

• 上記2点を含め、地域ポイントを付与する事業は、令和7年度以降予算編成で整理・調整する。

• 今後、地域ポイント事業の拡充にあたっては、単純にポイントを配布するだけにならない様、政策的判断に加え、地域

ポイントのコンセプトや提供価値に基づいて、事業へ新たな付加価値を持たせることに留意する。



テスト運用

R8

4月　　　～

R7

4月　　　　　　　　　　　　　　10月

R6

11月　　12月　　1月　　2月　　3月

スケジュール

地域ポイント

『仮称）狛江・まちポータル』
（※スーパーアプリ）

ポータルアプリへの組み込み

リリース予定

導入方針

• 令和6年度末に地域ポイントシステムのクローズ環境でのテスト運用を実施し、令和7年度早々の本運用に繋げる。

• 協力店開拓は令和7年度の本運用開始に向けて、テスト運用時から並行して実施する。

• 地域ポイントシステムは令和7年10月にリリース予定の『仮称）狛江・まちポータル』にミニアプリとして組み込む予定。

（運用開始後も協力店開拓は継続）

実証実験開始

協力店開拓関係先調整



APPENDIX

• ③参加型のうち、

「環境・子育て、健

康、にぎわい」の

4分野に着目し、

新規ポイント付与

事業を検討

• 各分野で参加が

可能なポイントを

部会で整理し、対

象部署へヒアリン

グを行うこととし

た

R5　10～11月（ガルーン上） R６　10/７（対面） 10/１６（対面）

• 稼働中の狛江ちゃ

きちゃき健康ポイ

ント（健康推進課）

と狛江市高齢者等

生きがいポイント

（高齢障がい課）

の対照表、機能要

件等のまとめ、課

題整理

• 地域ポイント事業

への各課の意向

調査を実施

現状整理

意向調査

• 意向調査で

出された候

補事業の結

果まとめ

→51事業を

５類型に整理

（①報告型、

②歩行型、③

参加型、④活

用型、⑤育成

型）

結果整理①

• 類型ごとに付与要件

を整理

①報告型 健（検）診

等を受診する

②歩行型 万歩計機

能を使用して歩く

③参加型 イベント等

に参加する

④活用型 地域資源、

産業を活用する

⑤育成型

　指導や講師等をする

対象事業(案)

整理

■ 地域社会ＤＸ推進部会の経過

• 地域DX推進

部会報告書（

地域ポイント

導入企画書）

の検討

• テスト運用へ

向け、分野の

整理と名称の

仮称について

検討

11/11～15

(ガルーン上）

報告書案の検討

10/21（対面）

結果整理② 原課ヒアリング

• 地域DX推進部会

の部会員でない環

境政策課と所管す

る市民参加型イベ

ント等での利用に

ついてヒアリング

• 協力店開拓やポイ

ントの機能要件に

ついて地域活性課

へヒアリング実施



地域ポイントのネーミング案

こまポ こまえのまちを循環するポイント

こまコイン こまえのまちを循環するコインのイメージを表現

こまえん 地域や社会に良い影響を与える個人の行動が、こまえのまちを循環しながら
繋がり、市民の社会的に良い行動が輪（円）になっていく様子を表現

つなポ
（こまえ つながるポイント）

地域や社会に良い影響を与える個人の行動が、「ポイント」として地域で繋
がっていく様子を表現

めぐポ
（こまえ めぐるポイント）

地域や社会に良い影響を与える個人の行動が、「ポイント」として地域内を
巡っていく循環していく様子を表現

• 地域ポイントのコンセプトと提供価値をネーミング要素に盛り込む。

• 地域ポイントが対象としている市民の全世代に浸透しやすいように、一息で言い切れる短いフレーズ


